
皆さん、新年明けまして米子城！今年も、同じ中学校に通う同級生、戸山ミナちゃんと平山ジローくんが、米子
の歴史や文化（カルチャー）のことにくわしいかるちゃんといっしょに米子城の魅力や謎に迫ります。
かるちゃん：魅せる！プロジェクトも佳境の11月に、文字どおり魅せまくった

米子城。まずは「山陰三城跡シンポジウム」がおもしろかったね。
ジローくん：第１部の加藤理

まさ ふ み

文先生の講演では、戦国時代の終わり頃に、全国の
城の姿が大きく変わったというのがよくわかったよ。

ミナちゃん：もともと大名や地域によってつくり方が多様だったお城が、信長や
秀吉の政権下に入ることによって、標準化されていったのね。

かるちゃん：そうだね。「織
しょく

豊
ほ う

化
か

」といって、一定のルールのもとで石垣や瓦葺
きの建物、天守を持つ城を築くという方向に進んだんだ。

ジローくん：そんな流れの中での米子城、月
が っ さ ん と だ じ ょ う

山富田城、鳥取城の関係性や変遷も
理解できた。まさに石垣は語る！石垣で魅せる！だね。

ミナちゃん：休憩時間には動画などで三城跡の紹介があったわね。米子城跡は、
空撮映像に四季折々の風景を盛り込んだ PV風動画になってたわ。

かるちゃん：そうそう。あの動画は米子市ホームページからでも見られるんだよ。
ミナちゃん：第２部のパネルディスカッションも、三城跡の現状や課題などにつ

いて、それぞれの担当者から興味深い話が聞けたわね。
ジローくん：三城跡の共通課題としては、樹木の伐採、地域の人たちとの連携、

子どもたちにどう伝えていくかといったあたりのことが出てたね。
かるちゃん：鳥取城の担当者は、外部から見た米子城跡の価値や魅力について熱

く語ってくれたよね。それほど素晴らしい米子城跡を我々はもっと
誇るべきだし、多くの人にそれを実感していただきたいな。

ミナちゃん：翌日の加藤先生と巡る米子城ウォークで、それが体感できたわね。
ジローくん：石垣の変遷とか講演で聞いた城の改変とか、すごく理解できたしね。
ミナちゃん：そして11月１日から19日まで行なわれた米子城跡ライトアップ。

今回は天守と二の丸の両方だったので、去年以上に素敵だったわ。
ジローくん：期間中の土曜日には湊山球場のスタンドから見られたしね。間近で

見る二の丸石垣のライトアップはすっごい迫力だったな～。
かるちゃん：愛知、大阪、愛媛、広島などからも見に来られた方があったね。
ジローくん：そういえば、11月23日から26日まで米子市内のデパートで開催

された「地域自慢フェスタ」でも米子城跡のパネル展示を見たよ。
かるちゃん：あ、そうそう。実はこの展示では、春風亭昇太師匠にもご協力をい

ただいて、米子城跡での最新自撮り写真を提供してもらったんだ。
ご自身のブログなどでも米子城について熱心に紹介してくださって
るし、昇太師匠の応援は本当に心強いよね。

今年も魅せます「米子城 魅せる！プロジェクト」。「教えて！米子
城」とあわせてお楽しみに！　　　（米子市教育委員会　文化課）

が


